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人材育成講座を開講しました

エンパワメント・ユースカレッジ
　県内の女子大学生を対象に、ジェンダー平等や政治と女性、自分らしい
働き方や暮らし方など様々なテーマについて学ぶ連続講座（全６回）を開
講しました。講師や参加者とのディスカッションを通じて、これからのジェ
ンダー平等社会を牽引する力を養い、最終回の２月２６日（土）には成果
発表会を行いました。（参加者：８人）

管理職のためのジェンダー平等セミナー

　管理職が組織のマネジメントを行う
上で、ワークライフバランスや男性の
育児休業取得等に配慮することが、欠
かせない時代となりました。
　今回のセミナーでは、管理職の方々
に、“ジェンダー平等” についての理
解を深めていただき、性別に関わらな
い、働きやすい職場づくりや人材育成
など人材マネジメント力の向上を目指
し、動画配信（限定公開）を行いました。

講師：共愛学園前橋国際大学・短期大学部 学長 大森 昭生 氏

対象者：一般企業管理職従事者・県管理職員等 

【限定動画配信】

〔セミナー報告〕

グループワークのようす 講義のようす

大森 昭生講師
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Qアンコンシャス・バイアスって何？
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さまざまな分野における男女の地位の平等感
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「男性の方が優遇」の割合は依然として６５．４％を占める
(%)

　男女の地位について「平等になっている」と答えた人は、全体の 17.4％で、「男性の方が優遇」と回答
した人の割合は、65.4％でした。
　分野別にみると、「学校教育の場」を除いたすべての分野で「男性の方が優遇」と回答した割合が高く、
特に、「政治の場」「社会通念・習慣・しきたり」「職場」で高いという結果でした。

　このグラフから、様々な分野において、多くの人が、ジェンダー平等ではないと感じていること
がわかります。
　その背景の１つに、社会全体において「固定的な性別役割分担意識」にかかるアン
コンシャス・バイアスがあげられ、ジェンダー平等社会の実現の障壁となっています。

男女の地位の平等感について

　アンコンシャス・バイアスとは、「無意識の思い込み」のことです。
　生育過程における経験や見聞きしたことなどに影響を受けて、自然と培われたもので、誰にでもあ
るものです。「普通はそうだ」「どうせ無理だ」「こうあるべきだ」といった、思い込みや価値
観による決めつけや押しつけなどがあげられます。

『男女共同参画社会に関する県民意識調査」（令和元年度調査）

第５次群馬県男女共同参画基本計画 【基本方針Ⅲ　男女共同参画社会の実現に向けた意識改革と社会システムの整備】
〈固定的性別役割分担意識の解消〉
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Q アンコンシャス・バイアスはどのような影響を及ぼすことがあるの？

Q アンコンシャス・バイアスを解消するにはどうしたらよいの？

群馬県の取組

　生理に関する女性の不安や負担の軽減と SDGｓの
ジェンダー平等を推進するため、県立学校や県有施
設等への生理用品の配置を進めています。
　12月 14 日から、モデル的に 群馬県庁舎、昭和庁舎、
県立自然史博物館の女子トイレの一部に、OiTr（オ
イテル）社製ディスペンサー（生理用ナプキン配布機）
を設置し、無料提供サービスを開始しました。
　その他の県有施設についても、今回のモデル事業
の利用状況などを参考に、順次導入を進めていく予
定です。

県庁舎等に 「生理用ナプキン無料提供サービス 
OiTr （オイテル）」 を導入しました！

　アンコンシャス・バイアスによる言動が、知らず知らずのうちに相手を傷つけたり、キャリアに
影響を及ぼしたり、自分自身の可能性を狭めてしまうなど、マイナスの影響を及ぼしてしまう
とされています。

　大切なことは、自分の中にあるアンコンシャス・バイアスに気づくこと（気づこうとすること）。
そして頭ごなしに決めつけずに、相手を尊重する心の姿勢をもつことです。
　アンコンシャス・バイアスに気づくことは、多様性を認め合う社会の実現に向けての第一歩です。

ジェンダーに基づく「アンコンシャス・バイアス」( 固定的性別役割分担意識）
　　例えば･･･

・女性は家事、男性は仕事
・男性は仕事をして家計を支えるべき
・女性は感情的になりやすい
・女性には女性らしい感性があるものだ
・育児期間中の女性は重要な仕事を担当すべきでない
・共働きでも男性は家庭よりも仕事を優先するべきだ
　など

　群馬県では、アンコンシャス・バイアスに気づく機会や、男女双方の意識を変えていく取り込みを
行います。学校教育の場における男女共同参画や人権教育の学習などを推進し、県民の幅広い層に対
して、多様なメディアやコンテンツを活用した広報啓発を行い、男女共同参画の理解を促進します。

１、オイテルアプリを
　　起動します。

２、生理用ナプキンが
一枚無料で出てきます。
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◆お知らせ
※当センターの利用については、ホームページをご確認いただきますよう
  お願いいたします。

〒371-0026 群馬県前橋市大手町 1-13-12

TEL027-224-2211   FAX027-224-2214
E-Mail　 sankakuse@pref.gunma.lg.jp

群馬県生活こども部 生活こども課  男女共同参画室
ぐんま男女共同参画センター

とらいあんぐるん相談室

※年末年始、祝日は休み。月曜日が祝日（振替休日も含む）の場合の火曜日は休み。

027-224-5210027-224-5210 ０２７-２１２-０３７２０２７-２１２-０３７２
女性専用ダイヤル女性専用ダイヤル 男性専用ダイヤル男性専用ダイヤル

４月は〈若年層の性暴力被害予防月間〉です。
　10 代、20 代に対する性暴力の手口が巧妙になってきています。
　同意のない性的行為の強要は、いかなる理由・関係性であってもすべ
て性暴力です。性暴力に関する情報をみんなで共有して、社会全体で性
暴力をなくしていきましょう。

火曜・水曜・金曜・日曜
 9:00 ～ 12:00  13:00 ～ 16:00   13:00 ～ 16:00

第２・４日曜
相談日・時間 相談日・時間

〈相談窓口〉
相談者不安に寄り添いながら支援を行う公的な相談窓口があります
ひとりで悩まずにご連絡ください。秘密は厳守します。

その他の各種相談窓口は、内閣
府男女共同参画局ホームページ
を御覧ください。

性犯罪被害相談電話（警察）

女性相談者専用電話（警察）

警察相談専用電話

Save ぐんま（群馬県性暴力
被害者サポートセンター）

Cure time（チャット相談）

群馬県女性相談センター
（配偶者暴力相談センター）

性犯罪被害相談の電話窓口です。

AV 出演強要など、女性相談者
専用の窓口です。

犯罪被害の未然防止に関する各
種相談窓口です。

＃８１０３
または 0120-271-110

027-224-4356
月～金　8:30 ～ 17:15

＃９１１０
または 027-224-8080

027-261-4466
月～金 9:00 ～ 19:30
土 10:00 ～ 17:00　　日 13:00 ～ 17:00

027-329-6125
月～金　9:00 ～ 17:00

性暴力被害者のためのサポート
センターです。

チャットで相談をすることがで
きます。

DV について相談することがで
きます。


